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講
伝
の
意
義
と
そ
の
濫
觴

貝

谷

隆

慧

一　

は
じ
め
に

　

智
山
伝
法
院
で
は
、「
伝
統
の
創
造
―
真
言
密
教
の
実
践
的
展
開
―
」
と
い
う
総
合
研
究
テ
ー
マ
の
も
と
、「
教
学
を
再
考
す
る
」

と
い
う
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
各
宗
派
の
伝
統
教
学
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
諸
師
を
招
聘
し
て
講
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

伝
統
的
教
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　

真
言
密
教
に
お
け
る
宗
学
の
側
面
に
事
相
と
教
相
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
相
・
教
相
の
伝
習
方
法
に
伝
授
・
講
伝
・
講
義
の
三

部
門
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
相
に
関
わ
る
も
の
は
伝
授
、
教
相
に
関
わ
る
も
の
は
講
義
、
事
相
と
教
相
両
方
に
亘
る
も
の
は
講
伝

と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
種
類
分
け
の
一
例
を
示
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

伝
授
―
択
地
・
造
壇
・
護
摩
・
灌
頂
・
印
契
等
の
行
軌
作
法
に
関
わ
る
事
作
法
、
印
解
、
印
信
等
。
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講
伝
―
『
秘
蔵
記
』、『
大
日
経
奥
疏
』、『
金
剛
頂
経
』、『
理
趣
経
』、「
秘
密
儀
軌
」、
両
界
曼
荼
羅
等

　

講
義
―
『
大
日
経
口
疏
』
五
巻（
１
）、「

十
巻
章
」、『
釈
摩
訶
衍
論
』
十
巻
等
。
所
謂
ゆ
る
「
二
十
五
巻
章
」。

　

古
来
よ
り
事
相
・
教
相
は
「
鳥
の
両
翼
の
如
し
」「
車
の
車
輪
の
如
し
」
と
い
わ
れ
、
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
は
「
教
相

の
花
、
事
相
の
果
」
と
も
い
わ
れ
、
こ
れ
が
一
致
し
、
教
学
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
事
相
と
教
相
と
が
相
俟
っ

た
も
の
を
教
学
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

　

興
教
大
師
は
『
諸
流
通
用
口
決
』
に
お
い
て
「
事
相
の
行
者
は
教
相
顕
露
の
難
を
加
え
、
教
相
の
学
者
は
事
相
無
智
の
難
を
致
す
。

一
偏
す
る
は
、
こ
れ
邪
執
な
り
。
二
相
必
ず
兼
ぬ
べ
し（
２
）」
と
さ
れ
、
ま
た
慈
雲
尊
者
も
「
事
相
を
離
れ
て
教
相
な
く
、
教
相
を
離
れ

て
事
相
な
し
。
事
相
に
違
う
教
相
は
妄
義
な
り
。
教
相
を
謬
る
事
相
は
妄
伝
な
り
。（
中
略
）
こ
の
ゆ
に
事
教
一
致
に
し
て
密
義
を

尽
く
す
べ
し（
３
）」

と
さ
れ
、
ど
ち
ら
か
片
方
に
偏
る
こ
と
を
誡
て
い
る
。

　

伝
統
教
学
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
中
悠
文
氏
に
よ
っ
て
論
考
さ
れ
て
い
る（
４
）。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
伝
授
・
講
伝
・
講
義
の
内
容
を
確
認
し
、
特
に
講
伝
に
関
わ
る
こ
と
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
と
濫

觴
を
調
べ
て
、
伝
統
教
学
に
対
す
る
理
解
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

伝
授
・
講
伝
・
講
義
の
内
容

　

上
記
に
示
し
た
よ
う
に
、
伝
授
・
講
伝
・
講
義
と
は
、
事
相
・
教
相
に
関
わ
る
教
授
方
法
で
あ
る
。
事
相
・
教
相
の
言
葉
の
典
拠

を
求
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

事
相
に
つ
い
て
は
、『
大
日
経
疏
』
第
八
に

凡
そ
、
秘
密
宗
の
中
に
は
、
皆
因
縁
の
事
相
に
託
し
、
以
っ
て
深
旨
を
喩
う
。
故
に
此
の
如
く
伝
授
を
作
す（
５
）
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事
相
と
は
、
真
言
密
教
の
教
理
を
因
縁
の
事
相
に
よ
っ
て
、
そ
の
深
旨
を
明
か
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
閼
伽
は
、
賓
客

を
招
い
た
折
に
足
を
洗
う
、
或
は
口
を
漱
ぐ
こ
と
の
因
習
に
従
る
こ
と
を
因
縁
の
事
相
と
し
、
そ
の
深
旨
は
布
施
波
羅
蜜
で
あ
り
、

平
等
性
智
の
徳
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
他
の
塗
香
・
花
鬘
・
焼
香
・
飯
食
・
焼
香
も
そ
れ
ぞ
れ
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧

に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
『
大
日
経
疏
』
第
四
に
は

今
乃
ち
此
の
択
地
、
造
壇
等
の
有
為
の
事
相
と
及
び
、
真
言
の
次
第
行
法
と
を
説
い
て
修
学
者
を
し
て
種
々
の
香
花
供
物
を
弁

じ
、
口
に
は
覚
観
の
言
説
に
随
っ
て
身
に
手
印
威
儀
を
学
び
、
心
に
本
尊
の
色
貌
形
位
を
縁
ぜ
し
む（
６
）。

　

と
説
か
れ
、
上
記
に
示
し
た
択
地
、
画
像
、
壇
法
、
印
、
真
言
、
観
想
等
の
三
密
行
を
さ
し
て
い
る
。

　

一
方
、
教
相
に
つ
い
て
は
『
大
日
経
疏
』
第
七
に

阿
字
門
等
は
、
こ
れ
真
言
の
教
相
な
り（
７
）。

　

教
相
と
は
、
行
軌
作
法
等
に
於
け
る
教
理
の
相
を
説
明
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
講
義
は
、
明
治
期
の
上
田
照
遍
和
尚
（
一

八
二
八
―
一
九
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
講
釈
と
も
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
８
）。

『
秘
蔵
記
』
第
五
十
三
章
「
自
然
智
と
無
師
智
」
に
説
か
れ
る
「
覚
り
の
所
在
と
修
す
べ
き
道
と
を
教
う（
９
）」

の
文
を
、「
覚
り
の
所
在
」

が
教
相
の
立
場
、「
修
す
べ
き
道
」
が
事
相
に
相
当
す
る
と
古
来
よ
り
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

高
岡
隆
心
師
述
・
細
川
孝
源
師
記
『
両
部
曼
荼
羅
大
意
』
に
は
、

　

凡
そ
吾
が
真
言
宗
に
於
て
は
事
相
、
教
相
、
講
伝
の
三
種
の
区
別
が
古
来
か
ら
厳
重
に
取
り
扱
わ
れ
て
お
る
。
教
相
と
い
う

の
は
真
言
宗
の
教
理
を
説
い
て
あ
る
も
の
で
二
通
り
の
様
式
が
あ
る
。
二
教
論
、
秘
蔵
宝
鑰
、
十
住
心
論
の
や
う
に
顕
教
と
密

教
と
の
浅
深
不
同
を
論
ず
る
顕
密
対
弁
門
と
即
身
成
仏
義
、
声
字
実
相
義
、
吽
字
義
の
や
う
に
唯
深
玄
な
真
言
教
理
を
述
べ
た
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自
宗
不
共
門
、
と
こ
れ
で
あ
る
が
、
併
し
こ
れ
ら
は
何
れ
も
未
潅
頂
の
者
に
聴
講
を
許
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
之
れ
に
反
し
て
事

相
に
於
て
は
根
本
野
沢
十
二
流
、
七
十
余
方
の
支
派
が
あ
る
が
何
れ
も
皆
悉
く
秘
密
の
灌
頂
を
受
け
な
い
者
に
は
判
然
そ
の
聴

講
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
仮
令
灌
頂
を
受
け
た
者
で
も
機
根
が
劣
っ
て
ゐ
る
者
に
は
授
け
な
い
の
で
あ
る
。
爰
に
事
相
と
教

相
と
中
間
の
や
う
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
講
伝
門
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
講
伝
門
も
灌
頂
を
受
け
な
い
者
に
は
聴
講
を
許

さ
な
い
の
で
あ
る
が
、
事
相
門
に
於
け
る
よ
う
に
六
ヶ
し
く
は
い
は
な
い
（
三
部
経
、
理
趣
経
、
秘
蔵
記
、
奥
の
疏
、
曼
荼
羅
、

等
は
皆
こ
れ
講
伝
門
に
属
す
る
の
で
あ
る
）。

　

講
伝
門
の
時
に
は
必
ず
許
可
灌
頂
を
授
け
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
同
様
の
趣
旨
に
て
高
岡
隆
心
師
述
・
大
山
公
淳
師
記
『
理
趣
経
』
に
も
、

　

凡
そ
自
宗
の
教
講
に
於
い
て
教
相
・
事
相
・
講
伝
の
三
種
あ
り
。

　

そ
の
中
、
教
相
門
は
大
日
経
・
金
剛
頂
経
・
即
身
義
・
声
字
義
等
の
如
き
も
の
に
し
て
、
已
潅
頂
・
未
潅
頂
の
人
体
を
え
ら

ば
ず
し
て
聴
講
を
許
す
。

　

次
に
事
相
門
は
伝
授
等
に
し
て
、
已
潅
頂
の
人
に
限
る
。
未
潅
頂
の
人
に
は
決
し
て
許
さ
ず
。

　

講
伝
門
は
奥
疏
・
儀
軌
・
曼
荼
羅
鈔
・
理
趣
経
等
に
し
て
、
同
じ
く
未
潅
頂
の
人
に
は
聴
講
を
許
さ
ず
。
已
潅
頂
の
人
に
限

る
。
も
し
こ
れ
を
犯
す
も
あ
ら
ば
越
三
昧
耶
の
罪
を
得
る
な
り
。

　

謂
わ
ゆ
る
講
伝
門
は
事
教
の
二
に
亘
り
、
深
秘
の
印
明
及
び
そ
の
奥
旨
を
往
々
に
示
す（
（（
（

。

　

と
あ
り
、
講
義
・
伝
授
・
講
伝
各
々
の
内
容
は
凡
そ
上
記
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
以
下
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
。

　

講
義
は
、
未
潅
頂
の
も
の
に
も
開
か
れ
る
。

　

伝
授
は
、
已
潅
頂
に
限
る
も
の
で
あ
る
。
智
山
派
が
法
流
と
す
る
報
恩
院
流
に
お
い
て
は
、
四
度
と
諸
尊
法
で
あ
る
『
薄
双
紙
』
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初
重
の
法
華
法
、
聖
天
供
以
外
と
二
重
（
後
重
）
の
辯
天
法
と
は
、
未
潅
頂
の
者
に
授
け
て
も
よ
い
と
さ
れ
る（
（（
（

。
報
恩
院
流
の
相
伝

を
調
べ
る
の
に
座
右
に
置
く
随
一
で
あ
る
智
山
第
二
十
二
世
動
潮
能
化
（
一
七
〇
九
―
一
七
九
五
）
の
『
伝
授
手
鑑
』
に
は
、

上
古
は
、
諸
尊
法
伝
授
の
時
、
一
尊
毎
に
学
法
潅
頂
を
授
け
、
而
る
後
に
伝
授
す
る
な
り
。
今
時
の
作
法
は
、
師
資
の
心
上
に

販
麿
を
観
じ
、
次
で
の
ご
と
く
大
日
、
金
薩
と
観
ず
。
謂
く
、
定
印
に
住
し
て
、
師
の
心
月
輪
の
上
に
販
字
あ
り
、
卒
都
婆
と

な
る
。
卒
都
婆
変
じ
て
大
日
如
来
と
な
る
。
ま
た
資
の
心
月
輪
の
上
に
麿
字
あ
り
、
変
じ
て
五
古
杵
と
な
る
。
五
古
杵
変
じ
て

金
薩
と
な
る
と
観
ぜ
よ
。
瑜
師
の
了
簡
に
云
く
、
こ
れ
即
ち
鉄
塔
授
法
の
儀
に
擬
ら
す
か（
（（
（

。

　

と
あ
り
、
伝
授
に
先
立
ち
、
学
法
潅
頂
（
受
明
潅
頂
）
が
な
さ
れ
る
。
受
明
潅
頂
と
は
、
許
可
（
印
可
）
の
こ
と
で
あ
る
。
師
は

大
日
、
受
者
は
金
剛
薩
埵
の
威
儀
に
住
し
、
会
場
が
南
天
の
鉄
塔
に
擬
ら
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

講
伝
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
が
事
相
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
象
も
已
潅
頂
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
伝
授
と
同
様
、
許
可

（
印
可
）
を
大
阿
よ
り
受
け
て
、
法
衣
を
着
し
て
受
法
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
相
に
あ
っ
て
は
、「
相
伝
は
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
研
究
、
批
判
と
い

う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
阿
闍
梨
に
対
し
て
絶
対
的
信
を
仰
ぎ
、
相
伝
に
対
す
る
批
判
や
疑
義
は
「
越
三
昧
耶
」
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
講
伝
に
お
い
て
も
伝
統
的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
師
資
相
承
の
相
伝
を
も
っ
て
、
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
姿
勢
は
伝
授
と
同
様
で
あ
る
。
筆
者
も
上
田
霊
城
和
上
に
よ
る
『
秘
蔵
記
』
の
講
伝
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
に
阿
闍
梨
よ
り
教

示
さ
れ
た
。

三　

講
伝
の
濫
觴

　

講
伝
と
い
う
言
葉
は
、
甲
田
宥
吽
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ（
（（
（

、
佐
藤
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隆
彦
氏
も
伝
法
院
に
お
け
る
講
義
の
中
で
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
江
戸
期
に
は
講
伝
と
い
う
言
葉
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

動
潮
能
化
の
『
伝
授
手
鑑
』
の
「
伝
授
目
録（
（（
（

」
に
は
、
四
度
・
薄
双
紙
・
秘
鈔
・
潅
頂
部
の
普
通
伝
授
以
後
、
後
三
部
（
秘
蔵
金

宝
集
・
諸
尊
要
鈔
・
玄
秘
鈔
）
に
続
い
て
、「
一
、
金
剛
頂
経　

三
巻
、　

一
、
大
日
経　

七
巻
、　

一
、
蘇
悉
地
経　

三
巻
、　

一
、

大
日
経
疏　

廿
巻
、　

不
思
議
疏　

二
巻
、　

一
、
瑜
祇
経
」
が
挙
げ
ら
れ
、
現
在
講
伝
門
に
関
す
る
も
の
は
、
伝
授
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

少
し
次
代
を
遡
り
浄
厳
師
（
一
六
三
九
―
一
七
〇
二
）
は
、
儀
軌
を
教
授
し
た
『
諸
儀
軌
訣
影
』
の
中
に
「
我
が
伝
授
す
る
次
第

は
」、「
こ
の
伝
授
を
受
け
た
も
う
に
は
」
と
あ
り
、
伝
授
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る（
（（
（

。
瀧
谷
寺
所
蔵
の
『
秘
密
儀
軌
』
の
奥
書
に

は
浄
厳
の
名
で
朱
書
に
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

貞
享
三
年
四
月
廿
三
日
一
校
并
點
爛
脱
了　
　

浄
厳
四
十
八
載

貞
享
三
丙
寅
根
六
月
私
校
點
了　

是
為
今
日
傳
授
緒
徒
也

河
南
延
命
寺
傳
瑜
伽
比
丘
浄
厳
（
四
十
有
八（
（（
（

）

　

所
蔵
の
『
秘
密
儀
軌
』
は
状
態
が
悪
く
、
開
け
な
い
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
の
で
、
全
二
十
冊
の
内
、
全
て
に
奥
付
が
あ
る
か
は
、

定
か
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
奥
付
が
浄
厳
の
直
筆
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
瀧
谷
寺
の
僧
に
よ
っ
て
浄
厳
の
所
蔵
の
本
を
写
し
た

の
か
は
、
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
浄
厳
は
、
現
在
に
お
い
て
講
伝
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
を
伝
授
と
し
て

捉
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

更
に
次
代
を
遡
り
、
宥
快
（
一
三
四
五
―
一
四
一
八
）
の
著
作
に
は
、『
大
日
経
疏
伝
授
鈔（
（（
（

』、『
秘
蔵
記
伝
授
鈔（
（（
（

』
が
あ
り
、
伝

授
の
語
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
宥
快
の
口
説
を
快
全
（
？
―
一
四
二
四
）
が
記
し
た
『
伝
授
記
』
に
は
「
宥
快
は
先
師
よ
り
七
年
に
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之
れ
を
伝
授
す（
（（
（

」
と
あ
り
、
伝
授
と
さ
れ
て
い
た
。

『
続
真
言
宗
全
書
』
収
載
の
自
性
上
人
我
宝
（
？
―
一
三
一
七
）
に
よ
る
『
秘
蔵
記
蔵
勘
抄
』
第
五
の
道
我
の
奥
書
（
一
三
一
四
）

に
は
、

右
書
正
和
三
年
於
大
覚
寺
仙
洞
伝
授
之
時
（
中
略
）
金
剛
佛
子
道
我
（
春
秋
五
十
九（
（（
（

）

　

と
あ
り
、『
秘
蔵
記
』
も
伝
授
と
し
て
授
受
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
江
戸
期
ま
で
の
伝
授
録
・
聞
書
類
を
通
観
す
る
に
、
講
伝
に
関
わ
る
も
の
は
、
伝
授
の
中
に
収
め
ら
れ
、
ま
た
伝
授

の
語
を
そ
の
題
名
に
用
い
、
更
に
は
本
文
中
に
「
伝
授
す
る
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
事
相
に
お
け
る
伝
授
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
、
確
認
で
き
る
。

　

佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
理
趣
経
や
曼
荼
羅
に
つ
い
て
も
同
様
の
推
測
を
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
長
谷
宝
秀
全
集
』
収
載
の
「
追
懷
片
々
録
（
上
田
和
尚
逸
事
）」
に
は
、

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
三
月
に
授
戒
を
し
て
、
続
い
て
儀
軌
・
奥
疏
な
ど
の
講
伝
を
開
き
、（
中
略
）
河
州
の
天
見
村
神

宮
寺
の
招
き
に
応
じ
て
、『
理
趣
経
』
の
講
伝
が
開
か
れ
た（
（（
（

。

　

と
あ
り
、
上
田
照
遍
和
尚
が
、
江
戸
期
に
講
伝
を
開
か
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
は
明
治
四
十
一
年
に

『
六
大
新
報
』
に
長
谷
宝
秀
師
に
よ
っ
て
投
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
江
戸
期
に
講
伝
と
い
う
表
現
の
認
識
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
明
治
四
十
一
年
頃
に
は
、
講
伝
と
い
う
言
葉
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
上
田
照
遍
和
尚
に
は
、『
大
日
経
疏

伝
授
除
之
段
』
が
あ
り
、
末
尾
に
は

『
経
』
第
七
巻　

善
無
訳　
『
要
略
念
誦
経
』
一
巻　

金
智
訳

右
二
経
同
本
な
り
。
受
明
人
に
対
し
て
除
く
べ
き
文
段
二
ヶ
所
有
り
と
雖
も
、
安
流
の
許
可
を
受
け
た
る
人
に
は
除
か
ず
し
て
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伝
授
す
。

『
不
思
議
疏
』
二
巻
、
残
り
な
く
之
れ
を
伝
授
す（
（（
（

。

　

鈴
木
智
辯
僧
正
に
よ
る
奥
書
に
は
、

時
に
明
治
四
十
年
五
月
上
旬
、
京
都
事
相
講
伝
所
に
於
い
て
上
田
照
遍
和
尚
に
随
っ
て
奥
疏
伝
授
の
砌
、
和
尚
自
筆
本
を
以
っ

て
之
れ
を
書
写
し
畢
ぬ
。

�

相
陽
沙
門　

智
辧（
（（
（

　

と
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
『
大
日
経
具
縁
品
第
六
夜
授
戒
体
相
分
別
』
の
奥
書
に
も

明
治
四
十
年
四
月
上
旬
、
京
都
事
相
講
伝
所
に
於
い
て
、
上
田
和
尚
よ
り
、
五
部
秘
経
伝
授
の
砌
、
和
尚
、
受
者
の
為
に
之
れ

を
記
す
。
仍
っ
て
之
れ
を
写
し
て
、
後
日
閲
覧
の
用
に
供
す
。
爾
云
う
。�

相
陽
沙
門　

智
辯（
（（
（

　

伝
授
と
記
さ
れ
て
い
る
。
照
遍
和
尚
に
は
、『
五
部
秘
経
伝
授
要
路
』
な
る
著
作
が
あ
り
、『
大
日
経
疏
』
に
し
て
も
五
部
秘
経
に

し
て
も
伝
授
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

智
積
院
蔵
『
曼
荼
羅
相
承
記
全
』
の
奥
書
に
は

明
治
二
十
二
年
十
月
於
洛
東
泉
山
別
院
秘
密
道
場
両
部
曼
荼
羅
伝
授
之
砌
為
密
教
弘
通
法
雲
尊
峯
口
説
写
得
之
畢

�

清
浄
金
剛
朗
然（
（（
（

　

と
あ
り
、
伝
授
と
さ
れ
て
い
る
。

　

講
伝
と
い
う
言
葉
は
、
教
相
の
講
義
と
事
相
の
伝
授
と
に
跨
っ
て
行
う
も
の
か
ら
、
講
伝
と
造
語
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
、
い
つ
頃
よ
り
講
伝
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
も
早
い
例
は
『
続
真
言
宗
全
書
』
収
載
の
『
秘
蔵
記
鈔
』（
静
遍
口
道
範
記
）
の
奥
書
に
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明
治
三
年
庚
午
十
一
月
当
記
講
伝
之
次
以
明
王
院
所
蔵
本
写
得
焉
（
中
略
）

�

桜
池
院
真
俗
中
興
道
応
（
六
十
五（
（（
（

）

　

管
見
で
は
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
甲
田
氏
は
、「
ま
だ
確
証
を
得
て
い
な
い
が
、
実
は
「
講
伝
」
と
い
う
言
葉
自
体
は

明
治
以
降
、
そ
れ
も
高
野
山
で
使
用
さ
れ
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
（（
（

」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
お
り
高
野
山
に
お
い
て

使
用
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

明
治
十
九
年
に
は
東
寺
内
に
あ
っ
た
真
言
宗
総
黌
を
京
都
事
相
講
伝
所
と
し
て
改
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
考
え
る
と
、
こ
の
頃

に
は
す
で
に
講
伝
と
い
う
言
葉
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
甲
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
明
治
四
十
二
年
や
大
正

六
年
に
行
わ
れ
た
和
田
大
圓
師
に
よ
る
雲
伝
神
道
に
お
い
て
は
伝
授
の
名
称
が
用
い
ら
れ
、
大
正
十
二
年
の
大
阪
浦
江
了
徳
院
に
て

行
わ
れ
た
も
の
に
は
講
伝
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
元
年
十
一
月
よ
り
真
言
宗
京
都
大
学
大
講
堂
、
及
び
東
寺
本
坊
大
広
間
に
て
密
門
宥
範
大
僧
正
に
よ
る
『
大
日
経
』
の
講
伝

を
、
そ
の
受
者
で
あ
る
長
谷
宝
秀
師
が
記
し
た
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
玄
談
聞
書
』
が
あ
り
、
講
伝
の
名
称
が
見
ら
れ
る
も
、
本
文
中

に
お
い
て
は
、
講
伝
の
語
も
伝
授
の
語
も
両
方
が
使
わ
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
時
の
講
伝
に
は
智
山
か
ら
当
時
の
化
主
で
あ
る
伊
藤
宗
盛

猊
下
、
後
の
化
主
で
あ
る
斉
藤
隆
現
、
高
井
観
海
両
猊
下
も
受
法
さ
れ
て
い
る
。
密
門
大
僧
正
が
『
大
日
経
』
の
受
法
に
つ
い
て
、

余
は
慶
応
元
年
乙
丑
年
、
高
野
山
桜
池
院
道
応
師
よ
り
之
れ
を
受
け
た
り
。
同
年
閏
五
月
七
日
許
可
、
同
年
九
月
十
六
日
に
至

っ
て
、
廿
巻
伝
受
結
了
す（
（（
（

。

　

と
述
べ
ら
れ
、
伝
授
（
伝
受
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
密
門
大
僧
正
が
、
以
前
に
高
野
山
大
学
林
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
を
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

而
る
に
、
明
治
三
十
二
已
亥
年
、
余
、
高
野
山
大
学
林
生
徒
七
十
余
人
の
為
に
之
れ
講
伝
す
。（
中
略
）
明
治
四
十
一
年
戊
申
、
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同
山
大
学
林
生
三
十
余
名
の
為
に
、
再
度
之
れ
を
講
伝
す（
（（
（

。

　

と
あ
り
、
明
治
後
期
に
は
、
講
伝
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
く
る
。
明
治
三
十
二
年
の
講
伝
に
は
長
谷
宝
秀
師
も
受
法
し
て
、『
爛

脱
辧
』
の
奥
書
に
「
明
治
三
十
二
年
春
、
光
台
院
密
門
宥
範
僧
正
『
奥
ノ
疏
』
を
大
学
林
に
講
伝
せ
ら
る
。
予
、
幸
い
に
聴
講
す（
（（
（

」

と
あ
り
、
や
は
り
講
伝
と
な
っ
て
い
る
。

　

密
門
僧
正
の
著
作
に
は
『
諸
儀
軌
伝
授
撮
要（
（（
（

』
が
あ
り
、
明
治
三
十
六
年
に
行
わ
れ
た
記
で
あ
る
。

二
十
二
日　

講
伝
初
席

（
中
略
）

一
、
伝
授
の
席
に
は
、
必
ず
師
口
を
筆
記
す
べ
き
こ
と
。『
訣
影
』
を
見
る
べ
し（
（（
（

。

　

と
あ
り
、
伝
授
も
講
伝
も
両
方
同
じ
意
味
に
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

金
山
穆
韶
猊
下
は
、
明
治
四
十
一
年
に
『
理
趣
経
講
伝
』、
大
正
八
年
に
は
『
秘
密
儀
軌
講
伝
』
を
著
し
、
講
伝
と
さ
れ
て
い
る
。

　

富
田
斅
純
猊
下
は
、
明
治
四
十
二
年
に
権
田
雷
斧
猊
下
よ
り
秘
密
儀
軌
の
講
伝
を
受
け
る
に
当
り
「
秘
密
儀
軌
講
傳
に
就
て（
（（
（

」
と

論
稿
さ
れ
、
講
伝
の
名
称
を
用
い
て
い
る
。

　

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
発
行
の
瑜
伽
教
如
猊
下
の
『
理
趣
経
』
の
聞
書
は
、『
傳
講　

般
若
理
趣
経
』
と
題
さ
れ
、
明
治
三
十
年

三
月
よ
り
二
年
間
か
け
て
自
坊
で
あ
る
新
潟
乙
宝
寺
に
て
智
山
勸
學
院
生
六
名
に
教
授
し
た
も
の
で
あ
る
。
福
田
亮
成
師
は
そ
の
解

説
な
中
で
「
こ
の
書
に
は
正
式
な
書
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
奥
書
中
に
〝
傳
講
〟
の
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

」
と

さ
れ
、
そ
の
奥
書
に
は
「
傳
講
」
と
あ
り
、
講
伝
と
は
文
字
が
逆
に
な
っ
て
お
り
、
未
だ
講
伝
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
い
な
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
伝
講
の
表
現
は
江
戸
期
に
既
に
散
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
智
積
院
蔵
『
大
日
経
疏
伝
講（
（（
（

』
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
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二
）
に
行
わ
れ
た
記
で
あ
る
。
ま
た
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
動
潮
能
化
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
奥
疏
伝
授
を
記
し
た
『
大
日
経
奥

疏
聞
書
』
に
は
「
具
縁
品
而
已
ニ
シ
テ
伝
講
畢
ヌ
（
（（
（

」
と
江
戸
後
期
に
は
伝
講
と
も
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
元

文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
曇
寂
（
一
六
七
四
―
一
七
四
二
）
が
著
し
た
『
大
日
経
疏
私
記
』
の
奥
書
に
は
「
同
（
元
文
二
年
）
夏
六

月
十
有
一
日
暦
六
十
座
講
授
告
記　

曇
寂
六
十
有
四（
（（
（

」
と
あ
り
、
講
授
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

因
み
に
『
智
山
全
書
』
の
「
会
報
」
第
七
号
に
よ
れ
ば
、
新
義
で
の
『
理
趣
経
』
に
は
、
宥
範
（
一
七
二
八
）
の
頃
か
ら
亮
汰
（
一

六
二
二
―
一
六
八
〇
）
の
『
純
秘
鈔
』
三
巻
を
用
い
る
こ
と
が
伝
統
的
に
な
っ
た
と
さ
れ
、「
瑜
伽
大
僧
正
年
譜
」
に
は
、『
純
秘
鈔
』

三
巻
を
講
じ
こ
と
が
記
さ
れ（
（（
（

、
瑜
伽
教
如
猊
下
も
こ
の
伝
統
に
則
り
、『
理
趣
経
』
を
講
じ
た
と
い
え
る
。
こ
の
伝
統
は
、
那
須
政

隆
猊
下
の
理
趣
経
講
伝
を
著
し
た
『
理
趣
経
達
意
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

瑜
伽
教
如
猊
下
は
、
声
明
の
教
授
に
あ
た
っ
て
も
講
伝
と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

ま
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
林
田
光
禅
師
に
『
理
趣
経
講
義
』
な
る
著
作
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
印
明
等
を
授
け
た
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
講
伝
で
あ
る
と
い
え
る（
（（
（

。
詳
細
は
、
失
念
し
て
し
ま
っ
た
が
、
資
延
恭
敏
師
よ
り
、
林
田
光
禅
師
は
四
声
点
が

打
っ
て
あ
る
智
積
院
所
蔵
の
『
理
趣
経
』
を
写
し
、
こ
れ
が
九
州
教
区
の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
た
ま
わ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。

　

明
治
三
十
八
年
に
著
さ
れ
た
長
谷
宝
秀
師
述
・
栂
尾
祥
雲
師
記
『
理
趣
経
聞
書（
（（
（

』
に
は
、「
講
伝
の
規
則
」
と
あ
り
講
伝
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
明
治
三
十
九
年
の
高
岡
隆
心
師
述
・
栂
尾
祥
雲
師
記
『
秘
蔵
記
聞
書（
（（
（

』、
大
正
七
年
の
高
岡
隆
心
師
述
・
大
山
公
淳

師
記
『
秘
蔵
記（
（（
（

』
に
も
本
文
中
に
は
講
伝
と
あ
る
。
因
み
に
那
須
政
隆
猊
下
は
、
青
年
期
の
内
地
留
学
時
代
に
高
野
山
に
修
学
し
た

折
、
高
岡
隆
心
猊
下
よ
り
『
秘
蔵
記
』
の
講
伝
を
受
法
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
年
に
記
さ
れ
た
高
岡
隆
心
師
述
・
栂
尾
祥
雲
師
記

『
曼
荼
羅
抄
講
伝（
（（
（

』、
明
治
四
十
二
年
に
記
さ
れ
た
高
岡
隆
心
師
述
・
細
川
孝
源
師
記
『
両
部
曼
荼
羅
大
意（
（（
（

』、
大
正
六
年
に
記
さ
れ
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た
高
岡
隆
心
師
述
・
大
山
公
淳
師
記
『
曼
荼
羅
抄（
（（
（

』
に
も
本
文
中
に
講
伝
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
講
伝
の
言
葉
が
、
広
く
使
用
さ
れ
始
め
る
も
、
同
一
の
著
作
の
中
で

も
伝
授
と
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
一
定
し
な
い
。
大
正
期
に
な
る
と
、
そ
れ
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

　

一
方
、
大
正
期
に
な
る
と
講
伝
の
対
象
者
が
道
俗
を
交
え
て
行
わ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
大
正
四
年
に
上
野
寛
永
寺
に
て
二
週
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
権
田
雷
斧
猊
下
の
曼
荼
羅
講
伝
に
は
、
宗
外
で
は
輪
王
寺
門
跡
大
照
僧
正
、
前
門
跡
救
護
僧
正
、
山
内
住
職
を
は

じ
め
、
村
上
専
精
、
前
田
慧
雲
等
の
各
宗
の
碩
学
僧
侶
、
当
時
活
躍
し
て
い
た
高
楠
順
次
郎
、
木
村
泰
賢
、
常
盤
大
定
、
島
地
大
等
、

渡
辺
海
旭
等
の
仏
教
学
者
や
教
育
家
、
美
術
家
、
実
業
家
等
の
多
種
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。
講
伝
に
先
立
っ
て
授
け
ら
れ
る
許
可

は
、
講
伝
が
十
月
三
日
に
終
わ
り
、
翌
四
日
最
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
講
伝
の
席
上
で
は
、
受
者
に
心
得
を
説
き
、
受
者
一
同

阿
闍
梨
に
倣
っ
て
三
礼
、
塗
香
、
洒
水
、
加
持
作
法
、
心
経
一
巻
読
誦
し
て
講
伝
に
入
り
、
講
伝
終
わ
っ
て
一
同
、
不
動
慈
救
咒
を

誦
じ
、
三
礼
し
て
散
会
と
い
う
よ
う
に
講
伝
の
形
式
に
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る（
（（
（

。

　

大
正
十
一
年
に
大
阪
浦
江
の
了
徳
院
に
て
行
わ
れ
た
土
宜
法
龍
猊
下
に
よ
る
『
理
趣
経
』
講
伝
で
は
、『
理
趣
経
講
話
』
の
会
場

で
あ
る
了
徳
院
住
職
日
下
義
禅
師
の
「
序（
（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
講
伝
を
開
放
し
て
、
一
般
の
求
道
者
に
も
聴
講
が
許
さ
れ
、
顕
密
諸
宗
の

諸
大
徳
を
は
じ
め
、
学
者
、
思
想
家
、
軍
人
、
官
吏
、
学
生
、
紳
士
、
淑
女
と
多
種
に
わ
た
る
受
講
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
道
俗
交
え

て
の
こ
と
で
あ
る
た
め
か
、
講
伝
の
心
得
を
説
明
す
る
が
、
曼
荼
羅
観
想
の
作
法
や
印
等
の
事
相
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
は
、
略
さ
れ

て
い
る
。

　

同
じ
時
期
、
栂
尾
祥
雲
師
も
愛
媛
今
治
に
て
『
理
趣
経
』
を
数
人
の
在
家
者
に
聴
聞
を
許
し
た
と
『
般
若
理
趣
経
聞
書
』
に
述
べ

ら
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

加
藤
宥
雄
僧
正
の
「『
長
谷
宝
秀
全
集
』
の
刊
行
に
よ
せ
て
」
で
は
、
長
谷
宝
秀
師
に
は
『
理
趣
経
講
義
』
な
る
も
の
が
あ
り
（『
長
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谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
巻
末
の
北
村
太
道
氏
に
よ
る
解
説
で
は
（『
理
趣
経
講
草
』
と
な
っ
て
い
る
）、
そ
れ
が
栂
尾
祥
雲
師
の
『
理

趣
経
の
研
究
』
と
し
て
花
開
い
た
と
述
べ
ら
れ
、
理
趣
経
講
伝
に
お
い
て
土
宜
法
龍
―
長
谷
宝
秀
―
栂
尾
祥
雲
と
い
う
系
譜
は
重
要

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

四
、
ま
と
め

　

講
伝
と
は
、
そ
の
内
容
が
教
相
と
事
相
に
亘
る
こ
と
か
ら
、
講
義
と
伝
授
の
両
方
を
兼
ね
る
授
受
の
方
法
と
し
て
明
治
期
に
作
ら

れ
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
伝
授
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
は
伝
講
、
講
授
の
名
称
が

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

講
伝
の
早
い
用
例
と
し
て
は
、
高
野
山
の
学
匠
道
応
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
五
）
に
よ
る
『
秘
蔵
記
鈔
』（
静
遍
口
道
範
記
）
の

奥
書
に
「
明
治
三
年
庚
午
十
一
月
当
記
講
伝
」
と
あ
る
も
の
が
初
例
と
思
わ
れ
る
。

　

講
伝
と
い
う
言
葉
が
、
今
日
の
意
味
で
、
真
言
宗
内
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
、
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
明
治

の
終
わ
り
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
講
伝
の
内
容
や
方
法
、
形
式
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
変
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
内
容
が
、
事
相
と
教
相
の
両
方
に
亘
る
こ
と
か
ら
、
講
義
と
伝
授
の
合
わ
せ
た
造
語
と
し
て
、
そ
の
名
称
が
伝
授
か
ら

講
伝
へ
と
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
言
密
教
が
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
宗
祖
大
師
が
弘
仁
四
年
の
『
御
遺
誡
』
に
「
出
家
修
道
は
本
と
仏
果
を
期
す（
（（
（

」
と
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
事
相
・
教
相
は
こ
の
仏
果
を
期
す
た
め
の
修
す
べ
き
道
を
研
討
し
て
信
修
し
て
い
く
所
に
そ
の
核
心
が
あ
る
。
高

見
寛
恭
師
が
指
摘
さ
れ
る
と
お
り（
（（
（

、
こ
の
修
す
べ
き
道
は
事
相
と
教
相
と
が
密
接
な
る
関
係
を
持
っ
た
修
す
べ
き
道
で
あ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
よ
っ
て
事
相
と
教
相
の
乖
離
し
て
い
る
現
状
の
解
消
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
講
伝
と
い
う
事
教
二
相
に
亘
る
教
授
の
あ
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り
方
は
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
え
る
。

　

三
学
の
随
一
で
あ
る
戒
学
に
つ
い
て
今
回
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
宗
祖
大
師
の
『
遺
誡
』
に
「
仏
道
に
趣
向
せ
ん
に
は
、
戒

に
非
ざ
れ
ば
、
寧
ん
ぞ
到
ら
ん
や
。
必
ず
須
ら
く
顕
密
の
二
戒
堅
固
に
受
持
し
て
清
浄
に
し
て
犯
す
こ
と
な
か
る
べ
し（
（（
（

」
と
誡
め
ら

れ
、
仏
道
修
行
に
通
底
す
る
戒
律
は
、
そ
の
規
範
で
あ
り
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
見
寛
恭
師
に
よ
っ
て
指
摘
の
と
お

り（
（（
（

、
戒
律
の
実
践
の
上
で
の
事
教
二
相
の
双
修
で
な
け
れ
ば
、
仏
果
が
現
れ
て
こ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
重
要
性
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

『
現
代
密
教
』
第
二
十
六
号
に
お
い
て
、
伝
統
教
学
、
講
伝
を
伝
承
す
る
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
す
る
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

伝
統
的
に
伝
承
と
は
、
阿
闍
梨
と
弟
子
（
受
者
）
の
一
対
一
に
よ
る
こ
と
が
大
原
則
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
法
縁
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
は
、
次
世
代
へ
の
伝
承
者
を
維
持
す
る
た
め
に
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
師
資
相
承
の
尊
厳
、
伝
統
宗
学
に

お
け
る
面
授
相
伝
の
重
要
性
、「
越
三
昧
耶
」
の
重
罪
等
を
子
弟
教
育
の
中
で
伝
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

真
言
密
教
は
相
承
為
本
の
宗
旨
で
あ
る
故
に
、
事
教
二
相
い
ず
れ
も
面
受
相
承
を
原
則
と
し
て
伝
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
延
恭

敏
師
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
伝
統
教
学
と
師
資
相
承
と
は
表
裏
一
体
で
あ
る（
（（
（

。
潅
頂
、
面
授
相
承
に
基
づ
い
た
行
・
学
、
事
相
・
教

相
、
即
ち
伝
統
教
学
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
宗
教
的
生
命
は
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
講
伝　

伝
授　

面
授
相
承　

伝
統
教
学
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註（
１
）『
大
日
経
口
疏
』
で
あ
る
住
心
品
は
、
第
一
巻
、
第
二
巻
、
第
三
巻

の
前
半
ま
で
の
二
巻
半
あ
る
が
、
中
古
以
来
、
第
一
巻
、
第
二
巻
を

本
末
に
分
け
て
都
合
五
巻
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）『
興
教
大
師
全
集
』
下
、
一
四
四
三

（
３
）『
慈
雲
尊
者
全
集
』
八
、
一
一
四

（
４
）『
密
教
学
研
究
』
第
四
十
二
号

（
５
）『
大
正
蔵
』
三
九
、
六
六
六
、
下

（
６
）『
大
正
蔵
』
三
九
、
六
二
〇
、
中

（
７
）『
大
正
蔵
』
三
九
、
六
六
六
、
下

（
８
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
一
巻
「
追
懷
片
々
録
（
上
田
和
尚
逸
事
）」

（
９
）『
弘
大
全
』
五
巻
、
三
十
三
頁

（
10
）『
高
岡
隆
心
著
作
集
』
第
一
巻
、

（
11
）『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
第
二
巻
、
五
頁

（
12
）『
智
山
全
書
』
第
九
巻
、
一
三
三
、
上

（
13
）
同
前

（
14
）
甲
田
宥
吽
「
講
伝
と
い
う
こ
と
―
伝
統
教
学
の
現
状
―
」（「『
六
大

新
報
』
四
〇
一
八
号
」

（
15
）『
現
代
密
教
』
二
十
六
号
、
四
頁

（
16
）『
智
山
全
書
』
第
九
巻
、
七
五
三
頁

（
17
）『
続
真
言
宗
全
書
』
一
、
二
四
、
上

（
18
）
瀧
谷
寺
文
書　

２
―

②
―

10
―

２
―

１
―

３
（『
瀧
谷
寺
文
書
目
録
』

二
八
〇
頁
）

（
19
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
収
載

（
20
）『
続
真
言
宗
全
書
』
一
六
所
収

（
21
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
、
四
一
一
頁

（
22
）『
続
真
言
宗
全
書
』
十
五
、
二
八
三

（
23
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
一
巻
、
三
六
九
頁

（
24
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
、
四
〇
三
頁

（
25
）
同
前

（
26
）
同
前
、
三
六
五
頁

（
27
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻
、
三
四
四
頁

（
28
）『
続
真
言
宗
全
書
』
十
五
、
五
八
、
上

（
29
）『
六
大
新
報
』
四
〇
一
八
号

（
30
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
収
載

（
31
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
三
巻
、
四
一
一
頁

（
32
）
同
前
、
四
一
二
頁

（
33
）
同
前
、
二
八
四
頁

（
34
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
巻

（
35
）『
続
真
言
宗
全
書
』
第
三
巻
、
二
三
一
頁
、
二
三
四
頁

（
36
）『
加
持
世
界
』
九
―
九

（
37
）『
傳
講　

般
若
理
趣
経
』［
解
説
篇
］
二
十
二
頁

（
38
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻
、
八
十
九
頁

（
39
）
同
前
、
七
十
七
頁

（
40
）
同
前
、
八
十
五
頁

（
41
）『
瑜
伽
大
僧
正
年
譜
』（『
瑜
伽
教
如
全
集
』
第
一
巻
）

（
42
）『
瑜
伽
大
僧
正
年
譜
』（『
瑜
伽
教
如
全
集
』
第
一
巻
）

（
43
）
林
田
光
禅
著
『
理
趣
経
講
話
』（『
真
言
宗
選
書
』
第
十
一
巻
収
載
）
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（
44
）『
栂
尾
祥
雲
遺
稿
集
』
第
一
巻

（
45
）『
栂
尾
祥
雲
遺
稿
集
』
聞
書
編
巻
第
四

（
46
）『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
第
二
巻
、
講
伝
門

（
47
）『
栂
尾
祥
雲
遺
稿
集
』
聞
書
編
巻
第
四

（
48
）『
高
岡
隆
心
著
作
集
』
第
一
巻
教
相
編

（
49
）『
大
山
公
淳
先
徳
聞
書
集
成
』
第
二
巻
、
講
伝
門

（
50
）
権
田
雷
斧
『
曼
荼
羅
通
解
』（『
真
言
宗
選
書
』
第
十
三
巻
、
一
六
六

頁
）

（
51
）
土
宜
法
龍
『
理
趣
経
講
話
』（『
真
言
宗
選
書
』
第
十
一
巻
、
二
百
頁
）

（
52
）
栂
尾
祥
雲
『
般
若
理
趣
経
聞
書
』（『
真
言
宗
選
書
』
第
十
一
巻
、
三

六
九
頁
）

（
53
）『
長
谷
宝
秀
全
集
』
第
一
巻
、
四
三
八
頁

（
54
）『
弘
法
大
師
全
集
』
第
七
巻
、
三
二
九
頁

（
55
）
高
見
寛
恭
「
事
相
の
中
心
点
」（『
六
大
新
報
』
二
三
四
四
号
）

（
56
）『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
七
巻
、
三
二
九
頁

（
57
）
高
見
寛
恭
「
霊
験
と
修
練
」（『
六
大
新
報
』
二
八
七
五
号
）

（
58
）
資
延
恭
敏
「
書
評　

浅
井
證
善
著
『
別
所
栄
厳
和
上
伝
』」（『
高
野

山
時
報
』
三
〇
四
六
号
、
四
頁
）


